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業績について

　株主の皆さまには、平素より格別のご支援を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　2017年度（2018年3月期）の第2四半期累計期間（当中
間期）の連結業績は、売上高923億2百万円（前年同期比
2.2％増）、営業利益17億55百万円（同47.7％減）、経常利
益19億78百万円（同44.2％減）、親会社株主に帰属する
四半期純利益17億16百万円（同21.8％減）となりました。
　第五期中期経営計画のスタートとなった当期について
概況を振り返りますと、昨年度までと一転して外部環境
変化の影響を大きく受け、採算面では非常に厳しい滑り
出しとなりました。原材料コストに見合った販売価格の改定
に取り組むとともに、経費削減、コストダウンの推進、お客
様の課題やニーズに対応したソリューション営業、高付加
価値商品の拡販を推進し、各事業において収益力の強化
に努めました。しかしながら物流コストの上昇や販売価格
改定の未達、ミール価格が海外相場の影響を受け低下し
たことから、第2四半期累計期間の営業利益、経常利益は
期初の業績予想を下回りました。また、通期においても、価
格改定遅れの影響や、原料・為替・ミール相場による大
豆油・菜種油のコスト上昇やオリーブ油のコスト上昇が
想定を上回っていることもあり、平成29年5月11日に公表
いたしました平成30年3月期の連結業績予想を修正い

厳しい環境下、
我々が進むべき方向性を明確にするため、
企業理念を策定しました

代表取締役社長
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たしました。なお、構造改革を進める一環で減損損失が発
生しましたが、投資有価証券売却益を計上したことにより、
親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表予想からの
変更はありません。

企業理念を策定しました

　当社は2017年10月に企業理念を策定しました。今後
の当社を取り巻く事業環境は、脂質価値向上による付加
価値油の市場拡大と、社会課題を背景とした新たな事業
拡大が見込まれる一方、人口減少による国内市場の縮小は、
不可避のリスクであると考えています。
　当社は、これまで培ってきた知見やノウハウをもとに、
「あぶら」が持つ価値・可能性を拡張して、様々な付加価値
機能（揚げ物料理の価値、調理価値、健康価値、調味価値）
を徹底的に追求し、人々の心を動かすおいしさを創造する、
おいしさデザイン企業を目指します。そして、生活者・顧客
に期待を超えた価値を提供するとともに、顧客や社会の
抱える課題を、健康や食資源の視点から解決し、新企業
理念 Joy for life「生きるをおいしく、うれしくしたい。」を
通じて企業価値を向上させてまいります。

株主還元について

　当社は、株主の皆さまへ安定した利益還元の維持に努め
ますとともに、企業体質の強化や積極的な事業展開に必要な
内部留保など、長期視野に立った安定的かつ適正な利益配
分を行うことを基本方針としております。この方針に基づき
期初公表の通り、中間配当金は1株当たり45円といたしました。
　株主の皆さまには今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、
宜しくお願い申し上げます。
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オイルならではの香りとコクでおいしさをデザ
インする新ブランド「J-OILPRO プロのため
の調味油」が誕生しました。シリーズ第一弾
として発売した花椒油はさわやかな香りと後
を引く刺激のバランスが絶妙な調味油です。

J-OILPRO プロのための調味油 花椒油
発売：2017年8月下旬

2017年度より

「油を究めて幸せを創る2020」
「あぶら」を究めて、心動かすおいしさを創造する
おいしさデザイン企業へ
をテーマとして新たな中期経営計画を推進しています。
ここでは、中期経営計画実現に向けて開発された
新商品をご紹介します。

揚げヂカラシリーズ
業務用

業務用

J-OILPROシリーズ

健康志向が高まる中、惣菜油に
関してもオリーブオイルの需要
が伸びています。拘りのオリー
ブオイルブレンドに加え、独自の
製法により冷めても油っぽくな
らず、サクサク感が持続しておい
しさが長持ちする商品です。

プロの料理人の声をもとに開発
した揚げ物専用油です。特に「か
ら揚げ」をコクたっぷりの特徴あ
る風味に仕上げることにこだわ
りました。
外食店の差別化メニューの開発
強化を後押しします。

おいしさ長持ちプラス
オリーブオイル入り 4kg×3ピロー

発売：2017年8月下旬

コクプラス 16kg缶
発売：2017年8月下旬

品新 商

新商品NAVI
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家庭でのお菓子作りをより楽しんでいただけるよう、ケーキ、クッ
キーなどお菓子全般に使える食塩不使用の新しいラーマです。
カップ容器入りで使いやすく、柔らかく練り込みやすいのが特長
です。

オリーブオイルの風味とレモンのさわやかな
香りが特長で「ひとかけ」するだけで、料理や
デザートがさわやかにおいしく仕上がります。
ヨーグルトやサラダ、トーストなど様々な料理や
デザートにお使いいただけます。

簡単・手軽に洋風メ
ニューがおいしく、上
手に仕上がる、料理の
プロにも認められたバ
ター風味のオイルです。
調理に使いやすい液
状で、コゲつきにくい
のが特長です。

ラーマ
お菓子作りのためのマーガリン
150g×24 （6×4） 発売：2017年9月1日

オリーブ&
レモンフレーバー
オイル 70g瓶 発売：2017年8月下旬

バター
フレーバー
オイル 160g瓶
発売：2017年8月下旬家庭用

家庭用

家庭用

ラーマブランドから、オレイン酸、ビタミンE
が豊富なひまわり油を使用したマーガリン
を発売しました。
程よいバターの風味でくせがなくトースト
からお料理まで幅広くお使いいただけます。

ラーマ ひまわり
140g×24 （6×4） 発売：2017年9月1日

家庭用
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倉敷工場
稼働開始

3社による
食品・飼料 コンビナート

2017年6月15日、当社の大豆搾油工場としては
約50年ぶりの新工場となる倉敷工場（岡山県）が
本格稼働を開始しました。倉敷工場は、年間37万
トン（大豆油7万トン、大豆ミール30万トン）の生産
能力を有し、西日本地域の大豆搾油拠点として安定
的に大豆油と大豆ミールを供給していきます。倉敷
工場はJA全農の子会社であるJA西日本くみあい
飼料株式会社と全農サイロ株式会社と共に各々が
建設した「搾油工場」「飼料工場」「原料サイロ」に
よって競争力のある高品質な商品を製造する「食品・
飼料コンビナート」を構築しました。
また、新工場は安定した高稼働を実現するためにダ
ウンサイジング化を図り、最新鋭の設備による自由
化・合理化によって、最小要員での稼働、低コスト、
高歩留りを実現する生産性の高い工場です。新工
場の稼働に伴い、当社が保有する各工場との搾油
オペレーションの更なる効率化を目指していきます。

少数精鋭・最新鋭の設備により
合理化を追求した新工場

高い生産性を実現する“西日本の大豆搾油拠点”

所在地 岡山県倉敷市玉島乙島新湊 8266番地

敷地面積 28,250平方メートル

延床面積 7,164平方メートル

生産能力 搾油37万トン（大豆油7万トン、大豆ミール30万トン）

生産品目 大豆原油、大豆ミール、大豆豆皮

J-オイルミルズ倉敷工場の概要

J-オイルミルズ倉敷工場

J-OILMILLS NEWS
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商品改善事例CSRトピック

J-オイルミルズのお客様相談室にはご愛顧いただいているお客様から毎日多くのご意見や、ご質問を頂戴しています。
当社は魅力ある商品・サービスをお届けするために、お客様の声を大切にしています。

従来、紙箱にのみ記載していた開け方の説明を、
商品の蓋にもイラストで表示しました。

家庭用油脂商品の一部で遮光性を高め
るため、本体全体を覆うようなパッケージ
を採用していましたが、パッケージの一部
に「見え窓」を設置。
残量が見えるパッケージに変更しました。

マーガリン商品の蓋が開けにくい、
開け方がわからない

蓋の開け方イラストを表示しました

油の残量がわかりにくい
事例2事例1

株式についてのご案内

事業年度 4月1日から翌年3月31日

配当金受領株主確定日 期末：3月31日／中間：9月30日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL 0120-232-711（通話料無料）
郵送先  〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法 電子公告により行う
公告掲載URL http://ir.j-oil.com（ただし、電子公告に
よることができない事故、その他のやむを得ない事
由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

市区町村から通知されたマイナン
バーは、株式の税務関係のお手続
きで必要となります。
このため、株主さまからお取引きの
証券会社等へマイナンバーのお届
出をお願い致します。

マイナンバー制度に関する
お手続きについて

お取引きの証券会社へ
お問合せください。

当社株式を証券会社等の口座に
お預けの場合

三菱 UFJ信託銀行株式会社 
証券代行部へお問合せください。

当社株式を証券会社等の口座に
お預けでない場合（特別口座）

株式に関するお問い合わせ先

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

0120-232-711

当社株式を証券会社等の口座に
お預けの場合

お取引の証券会社等にお問い合わ
せください。

当社株式を証券会社等の口座に
お預けでない場合（特別口座）

三菱UFJ信託銀行株式会社（特別
口座管理機関）にお問い合わせくだ
さい。
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株式会社J-オイルミルズ
〒104-0044 東京都中央区明石町8番1号 聖路加タワー
TEL：03-5148-7100（代表）　FAX：03-5148-7107

http://www.j-oil.com/

会社概要
商　号 株式会社J-オイルミルズ　J-OIL MILLS, Inc.
本社所在地 〒104-0044 東京都中央区明石町8番1号 聖路加タワー

TEL: 03-5148-7100 （代表）
創　立 2004年7月1日
資本金 100億円

大株主（2017年9月30日現在）

株主名 持株数（千株） 出資比率（%）

味の素株式会社 4,526 27.1
三井物産株式会社 2,087 12.5
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 429 2.5
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 421 2.5
東京海上日動火災保険株式会社 414 2.4
J-オイルミルズ取引先持株会 370 2.2
株式会社みずほ銀行 271 1.6
三井住友海上火災保険株式会社 271 1.6
農林中央金庫 270 1.6
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 239 1.4
（注）出資比率は自己名義株式80千株を控除して計算しています。

役員（2017年7月1日現在）

代表取締役社長 八馬史尚
取締役 善当勝夫
取締役 近藤邦彦
取締役 松本英三
取締役 立見健一
取締役 小玉祐司
取締役 栃尾雅也※

取締役 今井靖容※

取締役 新宅祐太郎※

常勤監査役 塩田良晴※

常勤監査役 吉田　哲
監査役 野崎　晃
監査役 池谷修一※

※社外役員

株式の状況（2017年9月30日現在）

発行可能株式総数 54,000,000株
発行済株式総数 16,754,223株
株主数 18,528名

金融機関
22.4%

その他法人
48.1%

外国人
9.1%

個人・その他
19.6%

金融商品取引業者
0.8%

所有者別
分布

株主メモ


